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３月定例会を

振り返って

会派の意見

市
民
ク
ラ
ブ

中
心
市
街
地
の
定
期
借
地
権
の
設
定

に
は
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
条

例
改
正
案
を
提
出
。
可
決
！

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
高
知
県
新
食
肉

セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
は
、
現
セ
ン

タ
ー
が
開
設
以
降
赤
字
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
一
度
も
目
標
の
と
畜
頭
数
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
無
謀
と
し
た
。
市
長
は
、
整
備

費
の
本
市
負
担
分
は
約
４
億
円
と
し

た
上
で
、
通
常
の
運
営
赤
字
の
補
塡

や
土
地
の
借
地
料
等
の
減
免
は
し
な

い
と
答
弁
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
の
ふ

れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て
環
境
部
長
か

ら
「
自
ら
ご
み
を
持
ち
出
す
こ
と
が

困
難
な
世
帯
を
対
象
に
週
一
回
実
施

す
る
。
本
年
10
月
か
ら
試
行
し
、
31

年
度
中
に
全
域
で
の
運
用
と
し
た

い
」
と
答
弁
あ
り
。

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
聴
覚
障
害
等
の

方
々
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、

緊
急
時
に
テ
レ
ビ
の
音
声
や
画
面
で

情
報
を
提
供
す
る
テ
レ
ビ
・
プ
ッ
シ

ュ
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
、
検
討
す
る

と
の
答
弁
を
得
た
。
財
政
面
で
は
、

新
規
コ
ス
ト
や
ソ
フ
ト
事
業
等
が
増

加
し
財
政
の
硬
直
化
が
進
む
こ
と
か

ら
、
財
政
構
造
の
改
善
を
求
め
た
。

　

深
瀬
裕
彦
議
員
は
、
市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
、
南
国

市
や
い
の
町
、
山
形
市
の
状
況
を
例

に
指
摘
し
、
既
存
の
空
き
家
の
活
用

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
、
地
域
再
生

の
た
め
、
本
市
で
も
規
制
緩
和
が
必

要
と
の
観
点
か
ら
質
問
し
た
。
ま
た
、

防
災
面
で
は
津
波
避
難
場
所
の
平
面

化
、
舗
装
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

日
本
共
産
党

結
論
あ
り
き
の
西
敷
地
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
選
定
を
追
及
。
核
兵
器
禁
止
条
約

不
参
加
の
再
考
求
め
る
意
見
書
採
択
。

　

代
表
質
問
に
下
元
、
個
人
質
問
に

は
た
、
浜
口
、
細
木
、
岡
田
の
各
議

員
が
登
壇
。
◎
新
図
書
館
西
敷
地
に

つ
い
て
、
情
報
公
開
請
求
を
行
い
、

選
定
要
領
が
決
裁
も
議
事
録
も
な
く

書
き
換
え
ら
れ
、
資
金
計
画
等
が
不

十
分
な
提
案
で
も
二
次
審
査
に
進
め

る
よ
う
に
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
非
公
開
か
つ
不
明
朗
な
選
考
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
優
先
交
渉
権
者
名

や
事
業
計
画
を
議
会
に
説
明
な
い
ま

ま
に
計
上
し
た
契
約
に
係
る
予
算
削

減
を
求
め
る
討
論
を
、
迫
議
員
が
行

う
が
否
決
。
◎
30
年
度
予
算
議
案
等

に
は
、
下
本
議
員
が
頓
挫
し
た
浦
戸

「
道
の
駅
」
や
仁
井
田
産
業
団
地
な

ど
特
定
業
者
に
つ
な
が
る
歪
ん
だ
市

政
運
営
で
９
千
万
円
近
い
税
金
を
無

駄
に
し
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
強
調
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
医
療
（
国
保
）
、
介
護
、
上
下
水

道
等
の
負
担
増
は
許
さ
れ
な
い
と
反

対
討
論
を
行
っ
た
。
◎
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
へ
の
移
行
で
削
減
さ
れ
た

３
千
万
円
超
の
経
費
に
よ
る
交
通
弱

者
支
援
策
を
求
め
た
。
◎
小
学
校
入

学
前
の
就
学
援
助
入
学
準
備
金
支
給

を
行
う
他
市
の
運
用
状
況
を
示
し
、

教
育
長
の
決
断
次
第
と
迫
る
が
実
施

時
期
の
答
え
は
な
か
っ
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

会
派
提
言
「
丸
ノ
内
緑
地
・
藤
並
公

園
の
整
備
」
が
実
現
へ
！

◆
竹
村
邦
夫
議
員
の
代
表
質
問

　

再
び
財
政
逼
迫
状
態
に
陥
っ
た
新

年
度
予
算
に
関
し
、
大
型
施
設
建
設

に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
増
加

と
基
金
残
高
の
見
通
し
に
つ
い
て
質

問
。
財
務
部
長
か
ら
「
新
庁
舎
、
オ

ー
テ
ピ
ア
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
年
額
約
２
億
８
千
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
他
要
因
の
収
支
不
足
も
あ

り
、
財
政
調
整
基
金
は
30
年
度
中
に

枯
渇
す
る
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

◆
水
口
晴
雄
議
員
の
個
人
質
問

　

高
齢
化
な
ど
で
担
い
手
不
足
と
な

っ
て
い
る
よ
さ
こ
い
祭
り
の
競
演
場

や
演
舞
場
の
支
援
に
つ
い
て
、
商
工

観
光
部
長
は
「
既
に
関
係
者
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
会
場

ご
と
に
運
営
手
引
の
作
成
を
通
じ
て

運
営
側
の
後
継
者
育
成
を
目
指
し
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
備
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

◆
中
澤
は
ま
子
議
員
の
個
人
質
問

　

い
の
町
に
支
払
っ
て
い
る
仁
淀
川

取
水
に
係
る
環
境
保
全
対
策
費
を
見

直
す
必
要
を
岡
﨑
市
長
に
迫
っ
た
。

市
長
は
「
相
手
が
あ
る
こ
と
で
交
渉

は
容
易
で
は
な
い
が
、
将
来
の
水
道

事
業
の
広
域
連
携
の
あ
り
方
の
協
議

を
進
め
る
中
で
、
事
情
の
変
化
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

公　

明　

党

市
民
の
安
心
・
安
全
求
め
て
！

　

西
森
美
和
議
員
は
シ
キ
ボ
ウ
跡
地

周
辺
等
の
浸
水
対
策
が
本
格
実
施
と

な
る
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
、
一
ツ

橋
・
三
園
町
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

都
市
建
設
部
長
か
ら
「
30
年
度
に
一

ツ
橋
排
水
機
場
の
能
力
ア
ッ
プ
に
着

手
す
る
」
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

伊
藤
弘
幸
議
員
は
自
転
車
安
全
対

策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
市
民

協
働
部
長
か
ら
、
事
故
の
危
険
性
を

考
え
る
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
保

険
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
県
条

例
の
内
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
連
携

を
図
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
根
堂
宏
議
員
は
、
全
国
各
地
で

毎
年
発
生
し
て
い
る
土
砂
災
害
か
ら

国
民
の
生
命
等
を
守
る
た
め
の
改
正

土
砂
災
害
防
止
法
の
施
行
と
、
31
年

度
末
ま
で
に
基
礎
調
査
を
完
了
さ
せ

る
県
の
方
針
を
受
け
て
、
本
市
の
対

応･

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
公
会
計
デ
ー

タ
の
活
用
が
財
政
の
見
え
る
化
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
事
業
別
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
等
の
デ
ー
タ
作
成
と
公

表
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
市
長
か
ら
行

政
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
に
努
め
る
と

の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

新
図
書
館
西
敷
地
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選

定
事
業
関
連
予
算
を
削
減
す
る
修
正

案
を
提
出
。

　

新
図
書
館
西
敷
地
を
巡
る
論
戦
、

質
疑
を
経
て
、
執
行
部
が
「
優
先
交

渉
権
者
の
提
示
し
た
50
年
間
の
収
支

計
画
お
よ
び
資
金
計
画
に
不
安
が
あ

る
」
と
答
弁
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
選
定
過
程
全
て
に
疑
問
を
抱
か
せ

る
結
果
と
な
り
、
ま
す
ま
す
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
あ
り
き
の
疑
念
が
深
ま
る

一
方
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
今
回
の

優
先
交
渉
権
者
と
の
契
約
は
白
紙
に

戻
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
定
期
借

地
権
設
定
契
約
の
際
の
弁
護
士
委
託

料
を
削
減
す
る
修
正
案
を
提
出
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
も
ち
ろ

ん
、
広
く
意
見
を
求
め
、
同
敷
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
市
民
が
納
得
で

き
る
形
で
議
論
し
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
他
、
代
表
質
問
に

福
島
明
議
員
が
登
壇
。
氏
原
嗣
志
議

員
、
戸
田
二
郎
議
員
、
川
村
貞
夫
議

員
、
浜
口
卓
也
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
個

人
質
問
を
行
っ
た
。

み
ど
り
の
会

近
森
正
久
市
議

　

３
月
議
会
は
図
書
館
西
敷
地
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
異
常
さ
を
徹
底

し
て
指
摘
。
商
工
観
光
部
長
か
ら
決

定
企
業
の
財
務
内
容
と
収
支
計
画
が

不
安
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

図
書
館
西
敷
地
は
中
心
商
店
街
に
残

る
高
知
市
民
の
大
切
な
土
地
で
す
。

市
民
が
納
得
の
利
活
用
を
求
め
ま
す
。


